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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物躯体に残存したはめ殺し又は、室内外方向に開閉移動する障子を備えた既設樹脂サ
ッシの既設樹脂枠の室内側部が建物躯体の開口部内に突出し、前記既設樹脂枠は、その開
口の内面に設けられたガラス支持部材又は戸当り部材となる内向き突起が除去され、
　前記既設樹脂枠の開口内には、新設樹脂サッシの新設樹脂枠が、前記内向き突起の除去
部分を覆うと共に、室内側に設けた躯体取付片が前記既設樹脂枠の室内側部よりも室内側
に突出し、かつ前記既設樹脂枠の室外側寄り部分は、前記新設樹脂枠の室外側面よりも室
外側に突出するように取り付けてあり、
　前記既設樹脂枠の見付け方向の内側面と前記新設樹脂枠の見付け方向の外側面との間に
、方形枠状のアタッチメント枠が設けてあり、該アタッチメント枠にカバー材が取り付け
られて前記既設樹脂枠の室外側面を覆い、
　前記新設樹脂枠の躯体取付片が前記建物躯体の開口部に固着して取り付けてあることを
特徴とする改装樹脂サッシ。
【請求項２】
　前記アタッチメント枠は、見込み方向に向かう横板と見付け方向に向かう縦板とを有し
た上アタッチメント、下アタッチメント、左右の縦アタッチメントで方形枠状で、その各
縦板が前記既設樹脂枠の既設上枠、既設下枠、既設縦枠の室外側面に固着され、各横板が
前記各既設枠の内側面の室外寄りを覆うように取り付けられ、
　前記各縦板に、カバー材の上カバー、下カバー、縦カバーがそれぞれ取り付けてある請
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求項１記載の改装樹脂サッシ。
【請求項３】
　前記新設樹脂枠の新設下枠の外側面は、前記既設樹脂枠の既設下枠の内側面に接し、こ
の新設下枠の外側面と前記アタッチメント枠の下アタッチメントの横板との間に気密・水
密材を設けて気密、水密し、
　前記新設樹脂枠の新設上枠、新設縦枠の外側面と前記既設樹脂枠の既設上枠、既設縦枠
の内側面との間には隙間を有し、
　該各隙間に気密・水密材をそれぞれ設けて気密、水密している請求項２記載の改装樹脂
サッシ。
【請求項４】
　前記上アタッチメント、下アタッチメント、縦アタッチメントの横板は、その室外側部
に縦板が設けてあると共に、その室内側部を切断して長さを調整できるようにしてある請
求項２又は３記載の改装樹脂サッシ。
【請求項５】
　はめ殺し又は、室内外方向に開閉移動する障子を備えた既設樹脂サッシの既設樹脂枠は
、その室内側部が建物躯体の開口部内に突出し、該既設樹脂枠を建物躯体に残存させ、
　前記残存した既設樹脂枠の開口の内面に設けられガラス支持部材又は戸当り部材となる
内向き突起を除去し、
　この後に、新設樹脂サッシの新設樹脂枠を、見込み方向に移動して前記既設樹脂枠の開
口内に挿入し、
　前記新設樹脂枠を既設樹脂枠の開口内に、前記内向き突起の除去部分を覆うと共に、室
内側に設けた躯体取付片が前記既設樹脂枠の室内側部よりも室内側に突出し、かつ前記既
設樹脂枠の室外側寄り部分は、前記新設樹脂枠の室外側面よりも室外側に突出するように
取り付け、
　前記既設樹脂枠の見付け方向の内側面と前記新設樹脂枠の見付け方向の外側面との間に
、方形枠状のアタッチメント枠を設け、該アタッチメント枠にカバー材を取り付けて前記
既設樹脂枠の室外側面を覆い、
　前記新設樹脂枠の躯体取付片を前記建物躯体の開口部に固着して取り付けるようにした
ことを特徴とする既設樹脂サッシを新設樹脂サッシに改装する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物躯体に取り付けてある既設樹脂サッシを新設樹脂サッシに改装した改装
樹脂サッシ及びその改装方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来建物躯体に取り付けてある既設サッシを新設サッシに改装した改装サッシとしては
、特許文献１に開示したように、建物躯体に既設サッシの既設枠を残存せしめ、この既設
枠内に新設サッシの新設枠を取り付けた改装サッシが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭６１－２２９０８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前述した従来の改装サッシは、既設枠がアルミ製で、新設枠がアルミ製の改装アルミサ
ッシであるから、その既設枠、新設枠の上枠、下枠の上下方向の寸法、左右の縦枠の左右
方向の寸法、つまり見付け寸法を小さくしても強度上の問題が生じることがない。
　しかも、上枠、下枠、縦枠の見付け寸法は、各枠の機能に応じそれぞれ異なる値である
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。
　このようであるから、前述した改装アルミサッシは、既設枠の内部に新設枠を取り付け
しても、その新設枠の開口があまり小さくならない。
【０００５】
　しかし、既設樹脂枠内に新設樹脂枠を取り付けて既設樹脂サッシを新設樹脂サッシに改
装した改装樹脂サッシの場合には、その新設樹脂枠の開口が小さくなってしまう。
　つまり、既設樹脂枠、新設樹脂枠の上枠、下枠、左右の縦枠の見付け寸法は強度上大き
い。例えば矩形状の中空部を有する形状として強度を大きくしているので、見付け寸法が
大きい。
　しかも、樹脂製の上枠、下枠、縦枠は長手方向の端部を４５°とし、突き合わせて溶着
して連結するので、その上枠、下枠、縦枠は同一断面形状であるから、上枠、下枠、縦枠
の見付け寸法は、機能上最も見付け寸法が大きい枠に合わせた値としてある。
【０００６】
　このために、既設樹脂サッシの既設樹脂枠内に、新設樹脂サッシの新設樹脂枠を取り付
けた改装樹脂サッシの開口は小さくなってしまう。
　特に、既設樹脂サッシが外開き窓、内開き窓、突き出し窓、すべり出し窓、外倒し窓、
内倒し窓などの室内外方向に開閉移動する障子を備えたサッシの場合には、上枠、下枠、
左右の縦枠の見付け方向の内側面に、戸当り部材をそれぞれ有し、はめ殺しサッシの場合
には上枠、下枠、左右の縦枠の見付け方向の内側面に、ガラス支持部材をそれぞれ有する
ので、前記戸当り部材、ガラス支持部材に新設樹脂枠の上枠、下枠、縦枠が接し、その新
設樹脂枠と既設樹脂枠との間に大きな隙間が生じるから、改装樹脂サッシの開口は、とて
も小さくなってしまう。
【０００７】
　本発明の目的は、はめ殺し又は、室内外方向に開閉移動する障子を備えた既設樹脂サッ
シの既設樹脂枠内に、新設樹脂サッシの新設樹脂枠を取り付けた改装樹脂サッシであって
、その開口を極力大きくできるようにした改装樹脂サッシ及びその改装方法とすることで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の改装樹脂サッシは、建物躯体に残存したはめ殺し又は、室内外方向に開閉移動
する障子を備えた既設樹脂サッシの既設樹脂枠の室内側部が建物躯体の開口部内に突出し
、前記既設樹脂枠は、その開口の内面に設けられたガラス支持部材又は戸当り部材となる
内向き突起が除去され、
　前記既設樹脂枠の開口内には、新設樹脂サッシの新設樹脂枠が、前記内向き突起の除去
部分を覆うと共に、室内側に設けた躯体取付片が前記既設樹脂枠の室内側部よりも室内側
に突出し、かつ前記既設樹脂枠の室外側寄り部分は、前記新設樹脂枠の室外側面よりも室
外側に突出するように取り付けてあり、
　前記既設樹脂枠の見付け方向の内側面と前記新設樹脂枠の見付け方向の外側面との間に
、方形枠状のアタッチメント枠が設けてあり、該アタッチメント枠にカバー材が取り付け
られて前記既設樹脂枠の室外側面を覆い、
　前記新設樹脂枠の躯体取付片が前記建物躯体の開口部に固着して取り付けてあることを
特徴とする改装樹脂サッシである。
【００１０】
　本発明の改装樹脂サッシは、前記アタッチメント枠は、見込み方向に向かう横板と見付
け方向に向かう縦板とを有した上アタッチメント、下アタッチメント、左右の縦アタッチ
メントで方形枠状で、その各縦板が前記既設樹脂枠の既設上枠、既設下枠、既設縦枠の室
外側面に固着され、各横板が前記各既設枠の内側面の室外寄りを覆うように取り付けられ
、
　前記各縦板に、カバー材の上カバー、下カバー、縦カバーがそれぞれ取り付けてある改
装樹脂サッシとすることができる。
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　このようにすれば、アタッチメント枠を簡単に取り付けできる。
　しかも、そのアタッチメント枠の横板で既設上枠、既設下枠、既設縦枠の内側面におけ
る新設樹脂枠よりも突出した室外側寄りを見えなくできるので、見栄えが良い。
【００１１】
　本発明の改装樹脂サッシは、前記新設樹脂枠の新設下枠の外側面は、前記既設樹脂枠の
既設下枠の内側面に接し、この新設下枠の外側面と前記アタッチメント枠の下アタッチメ
ントの横板との間に気密・水密材を設けて気密、水密し、
　前記新設樹脂枠の新設上枠、新設縦枠の外側面と前記既設樹脂枠の既設上枠、既設縦枠
の内側面との間には隙間を有し、
　該各隙間に気密・水密材をそれぞれ設けて気密、水密している改装樹脂サッシとするこ
とができる。
　このようにすれば、新設下枠の外側面を既設下枠の内側面をガイドとして新設樹脂枠を
既設樹脂枠の開口内にスムーズに挿入できる。
　しかも、既設樹脂枠、アタッチメント枠と新設樹脂枠との間を気密、水密できる。
【００１２】
　本発明の改装樹脂サッシは、前記上アタッチメント、下アタッチメント、縦アタッチメ
ントの横板は、その室外側部に縦板が設けてあると共に、その室内側部を切断して長さを
調整できるようにしてある改装樹脂サッシとすることができる。
　このようにすれば、見込み寸法の異なる既設樹脂枠に対応してアタッチメント枠の見込
み寸法を調整することで、見込み寸法の異なる既設樹脂枠にも取り付けできる。
【００１３】
　本発明の改装方法は、はめ殺し又は、室内外方向に開閉移動する障子を備えた既設樹脂
サッシの既設樹脂枠は、その室内側部が建物躯体の開口部内に突出し、該既設樹脂枠を建
物躯体に残存させ、
　前記残存した既設樹脂枠の開口の内面に設けられガラス支持部材又は戸当り部材となる
内向き突起を除去し、
　この後に、新設樹脂サッシの新設樹脂枠を、見込み方向に移動して前記既設樹脂枠の開
口内に挿入し、
　前記新設樹脂枠を既設樹脂枠の開口内に、前記内向き突起の除去部分を覆うと共に、室
内側に設けた躯体取付片が前記既設樹脂枠の室内側部よりも室内側に突出し、かつ前記既
設樹脂枠の室外側寄り部分は、前記新設樹脂枠の室外側面よりも室外側に突出するように
取り付け、
　前記既設樹脂枠の見付け方向の内側面と前記新設樹脂枠の見付け方向の外側面との間に
、方形枠状のアタッチメント枠を設け、該アタッチメント枠にカバー材を取り付けて前記
既設樹脂枠の室外側面を覆い、
　前記新設樹脂枠の躯体取付片を前記建物躯体の開口部に固着して取り付けるようにした
ことを特徴とする既設樹脂サッシを新設樹脂サッシに改装する方法である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の改装樹脂サッシによれば、はめ殺し又は、室内外方向に開閉移動する障子を備
えた既設樹脂サッシの既設樹脂内に、新設樹脂サッシの新設樹脂枠を取り付けて改装樹脂
サッシとすることができる。
　しかも、既設樹脂枠の開口内の内向き突起は除去されているから、新設樹脂枠の高さ寸
法、左右幅寸法を既設樹脂枠の開口の高さ寸法、左右幅寸法とほぼ同一として、新設樹脂
枠の開口を極力大きくできる。
　さらに、内向き突起の除去した部分は見えないので、見栄えが良い。
　また、既設樹脂枠の室外側面がカバー材で覆われて室外から見えることがなく改装樹脂
サッシの外観の見栄えが良い。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
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【図１】カバー材、アタッチメント枠、新設樹脂枠を外した状態の既設樹脂枠の縦断面図
である。
【図２】カバー材、アタッチメント枠、新設樹脂枠を外した状態の既設樹脂枠の横断面図
である。
【図３】各内向き突起を除去した状態の縦断面図である。
【図４】各内向き突起を除去した状態の横断面図である。
【図５】新設樹脂枠を取り付けた状態の縦断面図である。
【図６】新設樹脂枠を取り付けた状態の横断面図である。
【図７】改装樹脂サッシの縦断面図である。
【図８】改装樹脂サッシの横断面図である
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　はめ殺し又は、室内外方向に開閉移動する障子を備えた既設樹脂サッシの既設樹脂枠は
、図１と図２に示すように、樹脂製の既設上枠１、既設下枠２、左右の既設縦枠３，３を
備えている。
　この既設上枠１、既設下枠２、既設縦枠３は、同一断面形状で、大きな強度を得るため
に中空部を有した中空形状としてある。その見付け方向の外側面１ａ，２ａ，３ａと内側
面１ｂ，２ｂ，３ｂは見付け方向に離隔して見付け寸法が大きい。
　前記各内側面１ｂ，２ｂ，３ｂによって既設樹脂枠の開口としてある。
　前記見付け方向とは既設上枠１、既設下枠２では上下方向に向かう方向、既設縦枠３で
は左右方向に向かう方向で、面内方向と呼ばれるものである。
　前記既設上枠１、既設下枠２、既設縦枠３の室内側面１ｃ，２ｃ，３ｃと室外側面１ｄ
，２ｄ，３ｄは見込み方向に離隔し、これらの各面と前記各面で囲まれた部分に中空部を
有している。
　前記見込み方向とは室内外側方向に向かう方向で、前述の見付け方向と直角な方向で、
面外方向と呼ばれるものである。
【００１７】
　前記既設上枠１、既設下枠２、既設縦枠３の室内側面１ｃ，２ｃ，３ｃには、見込み方
向の室内側に向かう第１の躯体取付片１０，２０，３０と、見付け方向の外側に向かう第
２の躯体取付片１１，２１，３１を有している。
　前記第１の躯体取付片１０，２０，３０が建物躯体４の開口部４ａに固着され、第２の
躯体取付片１１，２１，３１が建物躯体４の室外側面４ｂに固着され、既設樹脂枠は建物
躯体４に取り付けてある。なお、既設樹脂枠の建物躯体４への取り付けは、前述に限るこ
とはなく、任意に取り付けできる。
【００１８】
　前記既設上枠１、既設下枠２、既設縦枠３の内側面１ｂ，２ｂ，３ｂ（つまり、既設樹
脂枠の開口の内面）には、見付け方向の内側に向かう内向き突起１２，２２，３２を備え
ている。
　この内向き突起１２，２２，３２は、既設樹脂サッシが、既設樹脂枠に図示しない障子
を室内外方向に開閉移動するように設けた外開き窓、内開き窓、突き出し窓、すべり出し
窓、外倒し窓、内倒し窓などのサッシの場合には戸当り部材で、既設樹脂枠に図示しない
ガラスを固定して設けたはめ殺しサッシの場合にはガラス支持部材である。
　前記中空部には補強用金属材を挿入して補強することで、各樹脂枠の強度を大きくする
が、前述の内向き突起１２，２２，３２に補強用金属材を挿入することはないようにして
ある。
【００１９】
　この実施の形態の新設樹脂サッシの新設樹脂枠は、図１と図２に示すように、樹脂製の
新設上枠５、新設下枠６、左右の新設縦枠７，７を備えている。
　この新設上枠５、新設下枠６、新設縦枠７は、同一断面形状で、大きな強度を得るため
に中空部を有した中空形状としてある。
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　前記各新設枠の見付け方向の外側面５ａ，６ａ，７ａと内側面５ｂ，６ｂ，７ｂは見付
け方向に離隔して見付け寸法が大きい。
　この各内側面５ｂ，６ｂ，７ｂによって新設樹脂枠の開口としてある。
　前記各新設枠の室内側面５ｃ，６ｃ，７ｃと室外側面５ｄ，６ｄ，７ｄは見込み方向に
離隔し、これらの各面と前記各面で囲まれた部分に中空部を有している。
　前記各新設枠の室内側面５ｃ，６ｃ，７ｃには躯体取付片５０，６０，７０が見込み方
向の室内側に向けて有している。
【００２０】
　前記新設上枠５の外側面５ａと新設下枠６の外側面６ａとの間の寸法（新設樹脂枠の高
さ寸法）は、前記既設上枠１の内側面１ｂと既設下枠２の内側面２ｂとの間の寸法（既設
樹脂枠の開口の高さ寸法）よりも僅かに小さく、ほぼ同一である。
　前記左右の新設縦枠７の外側面７ａ間の寸法（新設樹脂枠の左右幅寸法）は、前記左右
の既設縦枠３の内側面３ｂ間の寸法（既設樹脂枠の開口左右幅寸法）よりも僅かに小さく
、ほぼ同一である。
【００２１】
　次に、改装方法を説明する。
　前記既設樹脂枠から図示しない障子、ガラスを取り外して図１、図２に示すように既設
樹脂枠を建物躯体４に残存する。
　前記残存した既設上枠１、既設下枠２、既設縦枠３の内向き突起１２，２２，３２を、
図３、図４に示すように切断等して除去する。
【００２２】
　前記新設樹脂枠を見込み方向に移動して既設樹脂枠の開口内に挿入する。例えば、既設
樹脂枠の室外側から室内側に向けて移動して既設樹脂枠の開口内に挿入する。もちろん、
室内側から室外側に移動して挿入しても構わない。
　そして、図５、図６に示すように、新設樹脂枠を見込み方向に位置決めして前述の内向
き突起１２，２２，３２を除去した部分を覆い、建物躯体４に固着して取り付ける。
　例えば、躯体取付片５０，６０，７０を固着具５１，６１，７１で建物躯体４の開口部
４ａに固着して取り付ける。
　この後に、新設樹脂枠に障子又はガラスを取り付けて改装樹脂サッシとする。
【００２３】
　このように、既設樹脂枠の各既設枠の内側面１ｂ，２ｂ，３ｂに設けた内向き突起１２
，２２，３２を除去したので、新設樹脂枠の各新設枠の外側面５ａ，６ａ，７ａを、内向
き突起２１，２２，３２とは関係なく既設樹脂枠の各既設枠の内側面１ｂ，２ｂ，３ｂ（
つまり、既設樹脂枠の開口の内面）に接近させて、その新設樹脂枠の高さ寸法、左右幅寸
法を既設樹脂枠の開口の高さ寸法、左右幅寸法とほぼ同一とし、その新設樹脂枠の開口を
極力大きくできる。
【００２４】
　したがって、はめ殺し又は、室内外方向に開閉移動する障子を備えた既設樹脂サッシの
既設樹脂枠内に、新設樹脂サッシの新設樹脂枠を取り付けた改装樹脂サッシの開口を極力
大きくできる。
【００２５】
　次に、各部材を詳細に説明する。
　前記既設樹脂枠の各既設枠は、図１、図２に示すように、その内側面１ｂ，２ｂ，３ｂ
の見込み方向の室内側寄りに、前述の内向き突起１２，２２，３２を有していると共に、
見込み方向の室外側寄りに内向き片１３，２３，３３を有している。
　この内向き片１３，２３，３３は、室内外方向に開閉移動する障子を備えたサッシの場
合には障子の室外側部が接する室外側の戸当り部となる。なお、前記内向き突起１２，２
２，３２は障子の室内側部が接する室内側の戸当り部となる。
　前記既設樹脂サッシがはめ殺しサッシの場合には、ガラスを保持する押縁を係止する係
止片となる。
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【００２６】
　図５と図６に示すように、既設樹脂枠の室外側面（各既設枠の室外側面１ｄ，２ｄ，３
ｄ）は、新設樹脂枠の室外側面（各新設枠の室外側面５ｄ，６ｄ，７ｄ）よりも見込み方
向の室外側寄りで、既設樹脂枠の室外側寄り部分は新設樹脂枠よりも室外側に突出してい
る。
　前記既設樹脂枠と建物躯体４との間の気密、水密はそのままとしてある。
　このようであるから、新設樹脂枠と建物躯体４との間を気密、水密する必要がない。
【００２７】
　しかし、前述のように既設樹脂枠の室外側寄り部分が新設樹脂枠の室外側面よりも室外
側に突出していると、そのために前述の既設樹脂枠の室外側寄り部分が室外から見え、新
設樹脂枠と異なる外観となるので、見栄えが悪い。
　そこで、図７と図８に示すように既設樹脂枠の室外側部分にアタッチメント枠８を取り
付け、このアタッチメント枠８にカバー材９を取り付け、既設樹脂枠の室外側面（各既設
枠の室外側面１ｄ，２ｄ，３ｄ）が室外から見えないようにしている。
【００２８】
　前記アタッチメント枠８は図１と図２に示すように、上アタッチメント８０、下アタッ
チメント８１、左右の縦アタッチメント８２で方形枠形状である。
　前記上・下・縦アタッチメント８０，８１，８２は、見込み方向に向かう横板８３と見
付け方向に向かう縦板８４でＬ字形状で、その縦板８４の見付け方向両端部に一対の係止
片８５が見込み方向の室外側に向けて設けてあり、この一対の係止片８５で樹脂カバー取
付部を形成している。
　前記横板８３にはビスホール８６が形成され、上・下アタッチメント８０，８１の長手
方向の両端面に左右の縦アタッチメント８２を接し、その縦アタッチメント８２からビス
８７を上・下アタッチメント８０，８１のビスホール８６に螺合して上・下・縦アタッチ
メント８０，８１，８２を方形状に連結している。
　前記上・下・縦アタッチメント８０，８１，８２の横板８３は、その室内側寄り部分に
切断用の凹溝８３ａが見込み方向に間隔を置いて複数形成され、その横板８３の長さを調
整可能としてある。
　このアタッチメント枠８の材質は、アルミでも、樹脂でも良いが、外観上からは樹脂が
好ましい。
【００２９】
　前記カバー材９は、上カバー９０と下カバー９１と左右の縦カバー９２を備え、上・下
・縦アタッチメント８０，８１，８２の一対の係止片８５に係合して取り付けられる。
　このカバー材９は樹脂製である。
【００３０】
　次に、改装方法を詳細に説明する。
　図１と図２に示すように、既設樹脂枠の各既設枠は、その内側面１ｂ，２ｂ，３ｃが階
段形状で、内向き突起１２，２２，３２を設けた室内側寄り部分よりも内向き片１３，２
３，３３を備えた室外側寄り部分が見付け方向の外側に位置し、前記内向き片１３，２３
，３３は新設樹脂枠を挿入するときに邪魔にならない。
　しかし、前述したアタッチメント枠８を取り付けるときには内向き片１３，２３，３３
が邪魔となる。
【００３１】
　このようであるから、図３、図４に示すように内向き突起１２，２２，３２を切断等で
除去する際に、前記内向き片１３，２３，３３を切断等で除去する。
　前記内向き突起１２，２２，３２には、補強金属材が挿入されておらずに樹脂材のみで
あるから、簡単に切断等して除去できる。
　例えば、熱による溶解切断する治具で切断すれば、切りくず、粉塵、騒音が生じること
がなく、改装する建物の入居者及び近隣の人に不快感を与えることがない。
　前記内向き片１３，２３，３３の切断等による除去も同様である。
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【００３２】
　前述の熱による溶解切断する治具としては、電圧を加えると内蔵したセラミック振動子
が振動を始め、超音波が発生し、この超音波をホーンで増幅して刃具を振動させる超音波
カッターや、カッター自体を発熱するタイプの治具が用いられる。
【００３３】
　前記既設下枠２の内向き突起２２は、切断した部分が内側面２ｂと面一となるように、
内向き突起２２の付け根付近を切断するが、既設上枠１、既設縦枠３の内向き突起１２，
３２は内側面１ｂ，３ｂよりも若干突出した部分が残るように切断しても良い。
　前記内向き片１３，２３，３３はアタッチメント枠８の各横板８３（ビスホール８６）
が干渉しない程度の長さに切断すれば良い。
【００３４】
　図５と図６に示すように新設樹脂枠を取り付ける。
　このとき、新設下枠６の外側面６ａは既設下枠２の内側面２ｂに接し、新設上枠５の外
側面５ａと既設上枠１の内側面１ｂとの間には隙間があると共に、新設縦枠７の外側面７
ａと既設縦枠３の内側面３ｂとの間には隙間がある。
　このようであるから、既設下枠２の内側面２ｂをガイドとして新設樹脂枠をスムーズに
既設樹脂枠の開口内に挿入できる。
【００３５】
　前記新設上枠５の躯体取付片５０は、ブロック５２、スペーサ５３を介して建物躯体４
の開口部４ａに設けた上化粧材４０に接している。
　前記新設下枠６の躯体取付片６０はスペーサ６２を介して建物躯体４の開口部４ａに設
けた下化粧材４１に接している。
　前記新設縦枠７の躯体取付片７０は、ブロック７２、スペーサ７３を介して建物躯体４
の開口部４ａに設けた縦化粧材４２に接している。
【００３６】
　前述のように、新設樹脂枠を取り付けした後に、図７、図８に示すようにアタッチメン
ト枠８を室外から室内に向けて移動し、既設樹脂枠の室外側寄り部分に挿入して各縦板８
４を既設樹脂枠の室外側面（既設上枠１、既設下枠２、既設縦枠３の室外側面１ｄ，２ｄ
，３ｄ）にそれぞれ接し、ビス８８で固着する。既設上枠１、既設縦枠３の室外側面１ｄ
，３ｄと縦板８４との間はシール材８９で水密してある。
　このとき、アタッチメント枠８の上・下・縦アタッチメント８０，８１，８２の横板８
３の室内側寄り部分を凹溝８３ａで切断して長さを調整し、その横板８３が各既設枠の内
側面１ｂ，２ｂ，３ｂの段差部に接するようにする。
　このようであるから、見込み寸法が異なる既設樹脂枠にアタッチメント枠８を取り付け
できる。
【００３７】
　前記アタッチメント枠８の上・下・縦アタッチメント８０，８１，８２に上カバー９０
、下カバー９１、縦カバー９２をそれぞれ取り付けると共に、水密、気密処理する。
　例えば、既設上枠１の内側面１ｂと新設上枠５の外側面５ａとの間、下アタッチメント
８１の横板８３と新設下枠６の外側面６ａとの間、既設縦枠３の内側面３ｂと新設縦枠７
の外側面７ａとの間に、室内側の気密水密材１４，２４，３４、室外側の気密水密材１５
，２５，３５をそれぞれ設けて気密、水密する。
　前記室内側の気密水密材１４，２４，３４は乾式で、室外側の気密水密材１５，２５，
３５は湿式で、両者の間にバックアップ材１６，２６，３６が設けてある。
【符号の説明】
【００３８】
　１…既設上枠、２…既設下枠、３…既設縦枠、４…建物躯体、５…新設上枠、６…新設
下枠、７…新設縦枠、８…アタッチメント枠、９…カバー材、８０…上アタッチメント、
８１…下アタッチメント、８２…縦アタッチメント、８３…横板、８４…縦板、９０…上
カバー、９１…下カバー、９２…縦カバー。
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